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第
２３

回
西
京
支
部
定

期
総
会
を
樫
原
公
会
堂
で 

開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

大
野
研
而
支
部
委
員

の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長

小
林
竜
夫
さ
ん(

桂
川)

、

資
格
審
査
委
員
長
八
木

定
子
さ
ん(

福
西)

を
選
出 

                     

し
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
長
は 

利
根
川
猛
さ
ん(

松
陽)

で
し
た
。 

藤
原
克
東
支
部
長
の
開
会
挨
拶 

冒
頭
、
２
０
２
５
年
度
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
佐
藤
文
隆
さ
ん
、
小
林
典

子
さ
ん
、
鷲
見
敏
夫
さ
ん
、
疋
田
義

一
さ
ん
、
事
務
局
長
新
宮
峰
男
さ

ん
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

 
 

支
部
長
は
、
「
高
市
内
閣 

の
危
険
で
歪
ん
だ
政
策
に 

対
し
て
黙
っ
て
い
て
は
な 

り
ま
せ
ん
。
何
も
い
わ
な
い 

こ
と
は
、
悪
政
を
認
め
る
こ 

と
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
ら 

し
く
行
動
を
し
よ
う
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
か
。『
数
は
力
』、 

仲
間
増
や
し
で
新
し
い
峰
、 

１
９
０
名
達
成
の
ス
タ
ー
ト 

と
し
て
決
意
を
新
た
に
し 

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

討
論
で
よ
り
豊
か
な
方
針 

を
確
立
し
て
頂
き
た
い
」
と 

挨
拶
。 

続
い
て
京
都
府
本
部
山
本 

和
夫
委
員
長
か
ら
連
帯
の
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 

開
会
時
出
席
４９

名
、
委
任 

 
 

状
１
０
１
名
、
合
計
１
５
０
名

で
、
組
合
員
数
１
８
０
名
の
過 

      

半
数
を
超
え
て
お
り
、
支
部
規
約 

に
基
づ
き
総
会
が
成
立
し
て
い
る 

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

「
２
０
２
５
年
度
活
動
の
ま
と

め
案
」
「
２
０
２
６
年
度
活
動
の
方

針
案
」
を
山
本
公
子
事
務
局
次
長
、

「
２
０
２
５
年
度
決
算
案
」「
２
０
２

６
年
度
予
算
案
」
を
山
﨑
治
男
会

計
、「
会
計
監
査
報
告
」
を
九
矢
幸

一
会
計
監
査
が
報
告
、
続
い
て
質

疑
・
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
延
べ
１３

名
の
発
言
が
あ
り
、
山
本
公
子
事

務
局
次
長
の
ま
と
め
後
、
全
会
一

致
で
全
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

役
員
選
挙
で
は
、
１４

名
の
役
員

が
圧
倒
的
多
数
で
信
任
さ
れ
ま
し

た
。
本
総
会
を
も
っ
て
大
橋
歳
彦

さ
ん
、
大
橋
照
代
さ
ん
、
中
須
洋
子

さ
ん
、
永
田
和
久
さ
ん
の
４
名
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

市
川
弘
子
副
支
部
長
か
ら
「
総 

会
宣
言
案
」
の
提
案
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。 

 

山
田
喜
彦
副
支
部
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
、
閉
会
挨
拶
、
記
念
撮
影

を
行
い
、
終
了
し
ま
し
た
。 

                           

つ
い
に
自
民
党
は
、
取
得
率

83

％
（
５
月
末
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
義
務
化
す
る

よ
う
政
府
に
提
言
し
た
。
過
去
に

は
最
大
２
万
円
相
当
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
付
け
て
普
及
に
邁
進
し

た
こ
と
も
。
お
金
で
人
心
を
掌
握

し
よ
う
と
は
お
粗
末
な
限
り
。
あ

の
手
こ
の
手
で
、
今
や
健
康
保
険

証
の
代
わ
り
に
。
次
は
運
転
免
許

証
か
▼
京
都
市
の
取
得
率
は
、
政

令
指
定
都
市
の
中
で
最
低
の

78

％
。
引
き
上
げ
よ
う
と
、
次
々

に
攻
め
て
く
る
。
物
価
高
騰
対
策

の
生
活
支
援
金
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
給
付
す
る
と
い
う
。
市

バ
ス
の
市
民
優
先
価
格
で
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
て
市

民
確
認
す
る
と
い
う
。
カ
ー
ド
を

持
た
な
い
市
民
は
、
市
民
で
な
い

ら
し
い
▼
私
は
カ
ー
ド
を
作
っ
て

い
な
い
。
今
後
も
そ
の
予
定
は
な

い
。
今
の
政
府
が
信
用
で
き
な
い

か
ら
。 

 
 

 
 

(

山
本
篤
仁) 

(１) 
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総
会
発
言
要
旨
紹
介 

(

発
言
順) 

 

河
合
葉
子
さ
ん
（
樫
原
） 

 

議
案
に
賛
成
の
立
場
で
発
言
。 

西
京
区
内
で
敬
老
乗
車
証
を
全 

て
の
民
間
バ
ス
に
適
用
さ
せ
る 

こ
と
、
非
常
に
大
切
。
西
京
区 

で
は
民
間
バ
ス
は
な
く
て
は
な 

ら
な
い
交
通
機
関
。
西
京
区
独 

自
に
、「
西
京
区
内
全
て
の
民
間 

バ
ス
に
、
敬
老
乗
車
証
適
用
を 

求
め
る
運
動
」
を
一
緒
に
す
す 

め
て
い
き
た
い
。 

 

補
聴
器
補
助
拡
大
、
平
和
の 

問
題
等
、
市
議
会
で
頑
張
り
た 

い
。 

 

河
合
幸
子
さ
ん
（
新
林
） 

 

老
人
会
で
も
調
査
し
た
が
、 

西
長
地
区
の
老
人
は
バ
ス
に
乗 

れ
な
い
。
洛
西
地
域
が
出
来
て 

市
バ
ス
は
廃
止
に
な
り
、
今
は 

タ
ク
シ
ー
を
使
わ
ざ
る
を
得
な 

い
。
バ
ス
へ
の
運
動
を
し
た
が 

人
数
が
少
な
く
て
相
手
に
さ
れ 

な
か
っ
た
。
大
原
野
地
区
も
同 

じ
よ
う
に
大
変
。 

大
橋
和
子
さ
ん(

新
林) 

敬
老
乗
車
証
、
９
千
円
が
も
っ 

た
い
な
い
と
、
申
請
し
な
い
人
が

多
い
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全
体
に
民

間
バ
ス
も
使
え
る
よ
う
に
。 

加
入
を
勧
め
ら
れ
た
時
、
組
合

費
２
０
０
円
で
よ
い
と
言
わ
れ
た
。

年
金
月
額
の
０
．
４
％
な
の
に
お
か

し
い
。
日
本
全
体
で
何
故
、
軍
事
費

減
ら
せ
の
声
が
出
な
い
の
か
。 

 
 

成
宮
真
理
子
さ
ん
（
桂
川
） 

「
ア
リ
ー
ナ
問
題
」「
補
聴
器
補
助
、

市
町
村
ま
か
せ
に
せ
ず
京
都
府
が

補
助
制
度
を
」
に
つ
い
て
、
府
議
会

で
質
問
す
る
。
難
聴
対
策
は
、
認 

知
症
対
策
計
画
に
位
置
付
け
る
と
、

京
都
府
が
初
め
て
答
弁
し
た
。
午

前
中
、
食
材
支
援
の
取
り
組
み
に

参
加
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
方
に
年

金
者
組
合
加
入
を
呼
び
掛
け
た
。

入
る
と
言
わ
れ
１
８
１
人
目
の
組

合
員
さ
ん
に
な
る
。 

 

 細
田
一
憲
さ
ん
（
境
谷
） 

矢
作
弘
の
「
社
会
主
義
都
市
ニ 

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
誕
生
」
を
読
ん
だ
。 

マ
ム
ダ
ニ
氏
の
誕
生
は
30

～
40

代 

の
人
が
動
い
た
か
ら
。
日
本
で
も 

3

人
の
革
新
首
長
が
誕
生
し
て
い

る
。
自
民
党
系
議
員
や
高
市
氏
へ

の
支
持
、
急
速
に
落
ち
て
い
る
。 

京
都
駅
周
辺
の
建
物
高
さ
制
限

が
緩
め
ら
れ
る
。
京
都
の
街
づ
く

り
、
洛
西
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

て
欲
し
い
。 

 細
川
晴
良
さ
ん
（
福
西
） 

高
島
屋
の
地
は
人
が
住
め
な
い 

商
業
地
だ
っ
た
が
都
市
審
議
会
で

住
め
る
よ
う
に
変
更
。
高
島
屋
は
、

さ
っ
さ
と
「
中
楽
坊
（
高
級
老
人
ホ

ー
ム
）」
に
売
却
。
京
都
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。「
市
バ
ス
等
の
優
先

価
格
制
」
を
来
年
か
ら
実
施
し
市

内
は
２
０
０
円
に
す
る
と
。
均
一
区

間
外
の
西
京
区
は
ど
う
な
る
の
か
。

地
下
鉄
も
膨
大
な
税
金
を
使
っ
て

い
る
の
に
、
西
京
区
に
は
恩
恵
な

し
。
来
年
は
地
方
選
挙
、
共
産
党
以

外
の
議
員
も
巻
き
込
み
頑
張
っ
て

欲
し
い
。
国
民
年
金
積
立
金
は
株

で
な
く
、
基
礎
年
金
を
も
っ
と
上

げ
る
財
源
に
、
年
金
者
組
合
闘
っ

て
欲
し
い
。 

 田
中
康
晴
さ
ん
（
松
尾
） 

区
長
交
渉
等
の
回
答
を
紙
で
貰 

っ
て
終
わ
り
で
な
く
、
再
度
み
ん 

な
の
前
で
話
を
し
て
貰
っ
た
ら
ど 

う
か
。 

西
口
宣
伝
。
雨
で
中
止
の
時
は

代
替
え
日
を
設
定
し
た
ら
ど
う
か
。

宣
伝
テ
ー
マ
も
統
一
し
た
方
が
良

い
。
仲
間
増
や
し
の
宣
伝
日
を
設

け
た
ら
ど
う
か
。 

「
北
陸
新
幹
線
」
の
運
動
。
自 

治
会
役
員
、
連
合
会
長
に
申
し
入

れ
な
ど
や
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。 

グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
「
年
金
者
組

合
広
場
」
は
、
組
合
全
体
の
動
き
が

わ
か
る
の
で
よ
い
、
加
入
を
広
げ

て
欲
し
い
。
行
事
や
取
組
み
の
日

程
も
早
く
に
ラ
イ
ン
で
知
ら
せ
て

貰
う
と
日
程
調
整
が
し
や
す
い
。 

 服
部
真
貴
子
さ
ん
（
桂
坂
） 

昨
年
の
総
会
で
、「
社
会
保
障
改 

善
の
取
り
組
み
」
に
介
護
の
柱
を

入
れ
て
欲
し
い
と
発
言
し
た
つ
も

り
。
介
護
サ
ー
ク
ル
は
出
来
た
が
、

支
部
方
針
の
中
で
介
護
問
題
が
弱

い
と
思
う
。 

介
護
サ
ー
ク
ル
で
は
、
常
時
６
～ 

７
名
が
集
ま
り
、
学
習
し
、
自
分
た

ち
の
経
験
、
疑
問
な
ど
話
し
合
っ 

て
い
る
が
男
性
の
参
加
が
少
な
い
。 

介
護
保
険
制
度
改
悪
が
進
ん
で 

い
る
。
皆
ん
な
で
考
え
る
学
習
会

を
支
部
と
し
て
実
施
し
て
欲
し
い
。 

 

中
山
正
紀
さ
ん
（
福
西
） 

メ
ー
デ
ー
参
加
者
へ
の
交
通
費 

補
助
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
の
は
何
故

か
。 

 丸
山
義
信
さ
ん
（
上
里
） 

議
案
書
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い 

る
。
高
島
屋
問
題
、
ア
リ
ー
ナ
ー
問

題
に
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
島
屋
問
題
で
は
、
従
業
員
さ
ん

か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
受
け
る
。

年
金
増
額
、
底
上
げ
の
運
動
が
あ

れ
ば
い
い
と
思
う
。 

 

討
論
の
ま
と
め
要
旨 

事
務
局
次
長
山
本
公
子 

活
発
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。
頂
い
た
ご
意
見
は
、

支
部
委
員
会
で
、
話
し
合
い
、
方
向

づ
け
て
い
き
ま
す
。
組
合
費
納
入

額
は
、
方
針
に
あ
げ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
年
金
月
額
の
０
．
４
％
で
改

善
協
力
を
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま

す
。
メ
ー
デ
ー
交
通
費
補
助
は
従

来
か
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。 

(２) 
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総会宣言 

 「日本国憲法をただの紙切れにしない不断の努力があってこ

そ、日本国憲法は輝くのです。…憲法は権力者がそれを破壊しに

くるのを知っていました。だからこそ、日本国憲法には国民の不

断の努力が記されているのです。…どんな未来をつくっていく

のか、それを決めるのは政治家ではなく私たち一人ひとりです。

一人ひとりが日本国憲法の主人公です」。札幌で開かれた《平和

憲法はうちらが守る》(5/9)での若い女性のスピーチです。 

 高市政権は日本国憲法をあらゆる面で形骸化し、変えようと

しています。軍事費は 2026 年度予算で９兆円を超え、国民一

人当たりの負担は７万３千円にもなっています。舞鶴へのトマ

ホーク配備、祝園弾薬庫の拡充など、日本の米軍基地化を推し進

め、憲法９条を改悪しようとしています。その一方、公約に掲げ

た消費税減税はすすまず、次から次への物価値上げ、年金は物価

上昇率からみると実質減、医療・介護保険料負担は増え、給付は

減らされる等々、社会保障は大きく後退させられ、国民の暮らし

はおきざりです。 

武器輸出を全面解禁し、政府と財界が一体となってオースト

ラリアやフィリッピンへの売り込みを強めています。国民を監

視する「国家情報局」の設置、公務員の予備自衛官への任用を拡

大する法律の可決など、戦前を思い起こさせる高市政権です。平

和・暮らし・人権を脅かす、戦後かってない危険な政治が進めら

れています。 

 国際的世論が高まるなか、6 月 17 日アメリカとイランの戦

闘終結を定めた覚書が発効されました。いま数万人を超える国

会前での集会をはじめ、全国各地で「憲法改悪反対」「9 条守れ」

「高市政権退陣」「トランプ言いなりの政治は辞めよ」の声が、

大きく沸き起こっています。デモは初めてという若者から高齢

者まで多くの市民が、思い思いの形で立ち上がっています。 

 私たちは、戦前・戦中・戦後を生き抜いてきた世代です。「仲

間とともに楽しい老後を安心して送りたい」という私たちの願

いとは真逆の戦争する国づくりを許すことはできません。 

１ 年金者組合の多くの仲間の力で、戦争への道を跳ね返し、

年金引き上げをはじめ社会保障の充実、日々の暮らしの要望

実現をもとめ、運動していきましょう。 

２ 学びあい、楽しく生き生きと交流できる西京支部の行事や

サークル活動を、組合員の知恵を寄せ合ってすすめていきま

しょう。 

３ 20 周年記念総会来、掲げてきた「高令者比１%の組合員

300 名をめざし、早期に 190 名の未踏の峰への到達」を実

現しましょう。知人や友人に働きかけ仲間を増やしましょう。 

 以上宣言する。  2026 年 6 月 27 日        

全日本年金者組合京都西京支部第 2３回定期総会 
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退任された４名の方の役員歴 

大橋歳彦さん   

★2006 年～支部委員 

2008 年～事務局次長 

2012 年～2026／６副支部長     

★年輪西京 2007／４月号 

～2024／10 月号編集責任者  

大橋照代さん  

★2017 年～2026／６支部委員 

  2005 年～女性の会役員は継続 

中須洋子さん  

★2006 年～2026／６ 

女性の会役員 

2017 年～2026／６支部委員 

永田和久さん  

★2020 年～2026／６会計監査 

 

2015 年から闘われた年金裁判は

終結しました。この 10 年間、署

名・裁判傍聴・募金(西京支部募金

総額 45 万 1407 円)のご協力あ

りがとうございました。 

京都も含めすべて最高裁で棄却。６月

３日京都「原告団解団の集い」が行わ

れました。引き続き、若い人も高齢者

も安心できる年金制度実現の運動をす

すめましょう。 

(３) 
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福
西
・
上
里
学
区
６
／
３ 

 

ユ
ー
コ
ー
ト
集
会
所
に
て
福

西
・
上
里
合
同
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。
出
席
者
は
福
西
８
名
、

上
里
５
名
の
計
１3

名
で
し
た
。 

第
一
部
は
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
近
況
報
告
等
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

▽
年
金
額
が
少
な
い
。
月
額
２
万

円
は
上
げ
て
ほ
し
い 

▽
1

人
暮
ら
し
の
為
病
気
に
な

っ
た
時
と
て
も
不
安
に
な
っ
た 

▽
介
護
保
険
制
度
を
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
活
用
し
て
い
る 

         

▽
敬
老
乗
車
証
は
６５

才
か
ら
に

し
て
ほ
し
い
、
等
々
の
話
が
出

ま
し
た
。 

第
二
部
は
地
域
の
要
求
や
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

世
話
役
の
大
橋
さ
ん
が
事
前
に

討
議
の
柱
を
整
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
の
で
有
意
義
な
話
し

合
い
と
な
り
ま
し
た
。
予
定
の 

２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
過

ぎ
る
盛
況
で
し
た
。(

奥
村
敏
春) 

   

新
林
学
区
６
／
１１ 

 

新
林
会
館
に
て
組
合
員
１６

人
中 

10

人
の
参
加
。
昨
年
度
以
降
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
や
退
会
さ
れ
た
方
の

報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

年
金
フ
ェ
ス
タ
、
新
春
の
つ
ど

い
、
知
事
選
挙
、
お
助
け
し
隊
利
用
、

西
京
支
部
と
し
て
の
交
通
局
交
渉

等
を
報
告
。 

そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
今
回
の

支
部
総
会
議
案
書
を
事
前
に
通
読

さ
れ
た
Ｋ
さ
ん
か
ら
、「
と
て
も
分

か
り
易
く
、
よ
く
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
皆
さ
ん
良
く
読
み
ま
し
ょ

う
」
と
の
発
言
や
Ｈ
さ
ん
か
ら
は
、

「
年
輪
西
京
に
書
い
た
介
護
施
設

見
学
の
記
事
を
見
て
、
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、『
良
い
施
設
の
よ
う
な

の
で
利
用
を
申
し
込
ん
だ
』」
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
Ka
さ
ん
さ
ん
か
ら
は
、「
入

院
し
た
時
の
大
変
だ
っ
た
話
」
と

か
、
日
頃
話
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

家
族
の
こ
と
が
交
流
さ
れ
、、
和
や

か
な
時
間
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
近
加
入
さ
れ
た
Ｙ
さ
ん
か
ら

は
、
色
々
な
交
流
の
場
に
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
の
発
言
が 

あ
り
ま
し
た
。    

(

大
野
研
而) 

   

桂
坂
学
区
６
／
１２ 

 

小
島
宅
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
６
名
で
、
自
己
紹
介
の
後
、
地
域

で
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｋ
さ
ん
か
ら 

「
桂
坂
の
交
通
事
故
、
防
犯
、
自
転

車
の
通
行
違
反
青
切
符
の
問
題
等
」

の
説
明
を
聞
い
て
、「
自
転
車
で
青

切
符
な
ん
て
！
」
と
話
題
に
な
り
、

「
い
き
な
り
青
切
符
は
な
い
よ

ね
。
」
「
注
意
し
て
も
無
視
や
逃
走

の
悪
質
な
時
だ
け
。」
と
い
う
事
で

少
し
は
ホ
ッ
と
。
車
道
を
走
れ
と

言
わ
れ
て
も
道
路
整
備
が
追
い
付

い
て
い
な
い
！
と
一
致
し
た
意
見

で
し
た
。 

ま
た
桂
坂
は
空
き
巣
が
多
い
こ

と
や
、
自
治
会
離
れ
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

会
館
を
利
用
し
て
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
や
歌
う
会
、
映
画
会
を
す
る
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
回
覧
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
変
更
に
な
り
つ
い
て
い
け
な
い

と
か
、
行
政
の
下
請
け
を
す
る
自

治
会
は
イ
ヤ
だ
し
、
自
治
会
費
の

負
担
が
大
き
過
ぎ
る
か
ら
入
ら
な

い
等
生
の
声
が
聴
け
た
の
は
良
か

っ
た
が
、
解
決
策
ま
で
は
い
け
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 
(

山
﨑
治
男) 

   

樫
原
学
区
６
／
15 

 

参
加
者
は
５
人
で
し
た
。
簡
単 

な
西
京
支
部
の
現
状
と
総
会
日
程
、

懇
談
会
の
趣
旨
を
説
明
。
そ
の
後 

自
己
紹
介
と
現
況
報
告
、
要
望
に 

つ
い
て
出
し
合
い
ま
し
た
。 

▽
が
ん
発
病
し
て
11

年
、
一
昨
年 

車
を
や
め
た
。
今
は
イ
コ
カ
を
使 

い
電
車
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
旅 

行
し
て
き
た
。
昔
の
写
真
を
整
理 

し
て
い
る
。 

〇
要
望
は
、
市
営
住
宅
に
住
ん
で 

い
る
が
、
空
き
家
が
多
い
、
せ
っ
か 

く
耐
震
も
し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
つ 

い
た
の
に
な
ぜ
入
居
者
を
入
れ
な 

い
の
か
。 

▽
娘
と
一
緒
に
住
ん
で
い
る
、
最

近
は
近
所
の
お
宅
の
花
の
み
ず

や
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
る
。 

▽
夫
は
車
い
す
生
活
、
私
は
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
と
脳
梗
塞
で
フ
ラ

フ
ラ
す
る
。
そ
れ
で
も
地
域
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
配
布
す
る
の
に
頑

張
っ
て
い
る
。 

〇
物
集
女
街
道
の
歩
道
を
直
し

て
ほ
し
い
、
道
路
の
凹
凸
が
多
い

が
民
有
地
だ
か
ら
と
直
し
て
も

ら
え
な
い
。 

▽
参
加
さ
れ
た
組
合
員
河
合
市

会
議
員
か
ら
は
、 

〇
地
域
か
ら
、
樫
原
地
域
は
敬
老

乗
車
証
で
民
間
バ
ス
が
使
え
な

い
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

〇
市
営
住
宅
で
改
修
時
に
２
戸
１ 

学
区
別
懇
談
会
の
報
告 

(４) 
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～おしゃべりサロン～ (女性の会) 

第 21 回７月 31 日(金)  

一人暮らし、毎日が寂しい、お喋べりしたい… 

どなたでも歓迎。◎10 時半～15 時。昼食代千円 

◎ユーコート１０６号大橋照代宅 

◎参加の方は下記へ事前連絡ください 

大橋照代 331-3273／中須洋子 394-6548  

６
月
誕
生
会
６
/

25 

４
人
の
参
加
！ 

 

７月お誕生日 おめでとうございます 

(松陽)谷口良子さん、渡邊美智子さん 

(桂川)吉田安生さん、(福西)佐々木嘉子さん 

(桂坂)小島淳子さん、服部真貴子さん 

山田敏和さん 

(長岡京)草場眞知子さん、(川岡東)岡村文代さん 

(境谷)梅村清美さん、新宮真知子さん 

(新林)幸 良さん、滝本南北さん 

《７月誕生会》 

2026 年７月 27 日(月)13 時半 

〜ほっこりサロン～ 

市バス三ﾉ宮街道下車。信号東南角 

ハイツ三の宮 102 号室 

 

～新しい仲間～ 

組合に加入されました 

平尾公博さん 桂徳学区 

高木伸久さん 大原野学区 

6 月おしゃべりサロン７人の参加 

住
宅
に
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

空
き
家
を
早
く
改
修
し
入
居
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。 

〇
地
域
の
要
望
で
、
梅
園
公
園

が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
子
供
た

ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
に

な
っ
た
。
地
域
に
は
、
ボ
ー
ル
遊

び
が
で
き
る
場
所
が
な
い
の
で

要
求
し
て
は
ど
う
か
。 

と
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。 

お
茶
と
お
菓
子
で
懇
談
が
出

来
、
い
く
つ
か
の
要
望
事
項
が

出
さ
れ
、
年
金
者
組
合
と
し
て

整
理
し
要
望
事
項
に
入
れ
る
よ

う
に
す
る
・
・
・
事
に
。
ま
た
、

久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
話
が
出

来
て
良
か
っ
た
・
・
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

 
(

藤
原
克
東) 

       

卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
お
一

人
、
８０

代
半
ば
の
方
お
二
人
、
７０

手
前
の
方
お
一
人
の
参
加
で
し

た
。「
若
い
頃
、
そ
し
て
今
、
夢 

中
に
な
っ
て
い
る
事
は…

」
の 

話
し
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

卒
寿
の
田
中
康
晴
さ
ん
に
、

支
部
か
ら
お
祝
い
を
贈
り
ま
し

た
。 

           

卒
寿
に
想
う 
 

田
中
康
晴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 (

松
尾) 

 

卒
寿
の
お
祝
い
を
し
て
も
ら

っ
た
。
何
が
め
で
た
い
と
思
っ

て
い
た
が―

。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
祝
い
に
お
菓
子

を
戴
い
た
。
箱
に
６
つ
入
っ
て
い

た
。
賞
味
期
限
を
見
た
。
７
月
２２

日
と
あ
る
。
一
ケ
月
か
。
さ
て
私

の
賞
味
期
限
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

幼
い
孫
娘
は
２
歳
少
々
。
小
学
校

に
入
る
頃
に
は
、
オ
ジ
イ
の
事

も
い
さ
さ
か
覚
え
て
て
下
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
。
あ
と
２
年
半
か
。 

一
寸
さ
み
し
い
。 

 

高
校
一
年
生
の
時
、
立
命
館

大
学
が
、
憲
法
擁
護
全
国
高
校

弁
論
大
会
を
開
催
し
た
。
出
場

し
た
。
末
川
博
学
長
の
激
を
聞

い
た
。
君
達
は
若
い
。
こ
の
憲
法

を
護
り
育
て
ろ
と
。３
位
に
入
っ

た
。
今
も
大
会
名
の
入
っ
た
参

加
証
の
手
拭
を
大
事
に
持
っ
て

い
る
。 

 

腑
に
落
ち
な
い
事
と
、
楽
し

い
事
に
首
を
突
っ
込
む
私
の
原 

点
は
こ
こ
だ
。
憲
法
擁
護
の
闘

い
だ
。 

 

こ
の
原
点
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
高
市
政
権
が
生
ま
れ
た
。
右

翼
が
台
頭
、
色
ん
な
観
点
か
ら
、

私
の
憲
法
を
脅
か
し
て
い
る
。

売
ら
れ
た
ケ
ン
カ
は
買
お
う
。

お
菓
子
の
賞
味
期
限
は
あ
と
一

ケ
月
。
火
種
女
高
市
政
権
の
消

費
期
限
を
あ
と
一
年
と
し
よ
う
。

頑
張
ろ
う
。 

      

                             

                             

8 月誕生会は 24 日(月)予定です 

(５) 

現在組合員数 

182 名です 
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「お助けし隊」ご利用下さい 

●庭の草引き●不用品整理・廃棄

処分●買い物代行●電球交換●パ

ソコンやスマホ操作●役所手続き

●話し相手●車での移送、等々 

相談に応じます。 

＊気兼ねなく頼み頼まれるため少

額の謝礼(１時間につき 400 円

～)と実費(交通費等)を頂きま

す。対応は原則２人で行います 

まずはご連絡下さい。 

連絡先： 

藤原克東（樫原☎391-0781） 

市川弘子（桂川☎392-3717） 

山﨑治男（桂坂☎332-4753） 

 

 

 

【当面の日程】 

７月 20 日(月祝)13 時半～ 

第２回支部委員会※ 

7 月 27 日(月)13 時半～７月誕生会※  

7 月 2９日(水)13 時半～ 

「憲法学習会」西京区役所 

7 月 30 日(木)10 時半阪急桂改札集合

「戦争展」 

8 月 3 日(月)10 時半～女性の会役員会 

／13 時半～第 3 回支部委員会※ 

８月６日(木)８時～西京平和の鐘撞き 

大妙寺 

８月 17 日(月)13 時半～ 

第３回支部委員会※ 

８月 24 日(月)13 時半～８月誕生会※  

 

 

 

サ
ー
ク
ル
活
動 

 
『
卓
球
サ
ー
ク
ル
』 

 

私
た
ち
と
一
緒
に 

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
？ 

池
島
三
千
江(

桂
坂) 

向
日
市
年
金
者
組
合
の
ご
好

意
で
、
向
日
市
民
体
育
館
で
一

緒
に
し
て
い
ま
す
。 

◎
毎
回
全
力
で
楽
し
ま
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
男
性
陣
の
容
赦

な
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
カ
ッ
ト
サ

ー
ブ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。 

◎
毎
回
楽
し
ま
せ
て
貰
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
健
康
の
た
め
に

楽
し
く
や
ら
せ
て
貰
い
ま
す
。 

◎
サ
ー
ク
ル
員
に
お
世
話
に
な 

り
な
が
ら
毎
回
楽
し
く
や
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
ま
す
。 

          
 

 
 

 
 

 
 

◎
い
つ
も
人
生
の
先
輩
方
に
、
可

愛
が
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
と
て
も
お
元
気
で
パ
ワ
ー
を
頂

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

◎
こ
れ
か
ら
も
暑
い
日
が
続
い
て

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
の
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
、
頑

張
っ
て
参
加
し
ま
す
。
た
だ
し
、
観

る
方
で
す
。 

◎
一
番
長
老
で
す
が
、
健
康
の
為
、

週
１
回
の
卓
球
を
若
い
者
に
敗
け

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

『
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
』 

苔
寺
～
松
尾
山
・
嵐
山
へ 

 
 

 
 

増
田
貴
美
子(

松
尾) 

６
月
１０

日
、
苔
寺
登
山
口
か
ら

９
時
４０

分
に
山
道
に
入
り
ま
し
た
。

私
は
膝
を
痛
め
諦
め
て
い
ま
し
た

が
、
痛
み
が
と
れ
階
段
が
上
が
れ

る
よ
う
に
な
り
、
裏
山
で
も
あ
る

松
尾
山(

２
７
６
ｍ)

を
最
後
に
し

ょ
う
と
参
加
し
ま
し
た
。
松
尾
山

は
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
さ

れ
適
度
の
伐
採
、
シ
ダ
類
の
下
草
、 

松
の
苗
木
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
し 

            た
。
私
も
３
回
は
登
っ
た
山
で
す

が
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
続
き
、
足
場

の
悪
い
箇
所
も
多
々
あ
り
近
く
の

山
で
あ
り
な
が
ら
遠
く
の
山
道
を

歩
い
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

 

休
憩
を
こ
ま
め
に
挟
み
、
進
み

ま
し
た
。
松
尾
山
頂
上
過
ぎ
に
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
腰
掛
が
あ
り
、
丁

度
12

時
、
昼
食
。
眼
下
に
は
渡
月
橋

か
ら
嵯
峨
野
一
帯
、
双
ヶ
岡
、
市
中
、

比
叡
山
、
比
良
山
が
見
え
ま
す
。
青

空
、
爽
や
か
な
風
に
癒
さ
れ
な
が

ら
十
分
な
休
憩
後
、
嵐
山
城
跡
へ
。

鶯
の
声
と
ク
マ
よ
け
の
鈴
が
風
鈴

の
音
に
聞
こ
え
、
軽
や
か
で
綺
麗

な
音
色
で
し
た
。
城
跡
は
３
８
２
ｍ

の
札
が
あ
る
だ
け
で
し
た
が
、
１
４

９
７
年
に
香
西
元
長
が
築
城
、
10

年
ほ
ど
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

私
は
途
中
で
帰
る
予
定
で
し
た

が
最
後
ま
で
ご
一
緒
出
来
、
次
回 

も
い
け
る
か
も
と
の
期
待
感
が
出

て
き
ま
し
た
。 

                      

暖
か
い
声
掛
け
と
思
い
や
り
に

包
ま
れ
て
、
3

時
半
に
下
山
出
来

ま
し
た
。 

(

参
加
者
：
大
橋
歳
彦
、
大
橋
照

代
、
川
村
、
高
島
、
八
木
、
大
野
、

辛
島
、
小
島
、
増
田
９
名) 

                       

(６) 

 上記日程 ※印は会場ほっこりサロン 
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阿部いずみ 

神田保弘 

 

 

原口 薫

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

大橋照代 

 

 

谷口良子 

 

 

「投稿」のお願い 
短歌・俳句・川柳・エッセイ・写真

等、投稿お待ちしております。支部

委員又は下記へ 

メール 山本公子 

ushitora1947 

@gaia.eonet.ne.jp 

電話 山本公子 

090-8208-4437 

◎シリーズ「わたしのふるさと」 

今月号は休みます。 

 

 

西京支部「年輪西京」

奨励賞！ 

2026 年第 37 回 

全日本年金者組合 

機関紙コンクール 

全国 108 支部応募の中から

選ばれました。 

 

 
西京支部 25 日 

桂駅西口定例宣伝 

「７・８月」は 

例年の通り、猛暑対策で

休みます 

 

 

 

読
者
文
芸 

山本公子 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
俳
句 

 
 

 
 

 
 

本
堂
に
座
せ
ば
涼
風
杉
木
立 

 
 

 
 

 
 

 

義
弘 

あ
の
空
に
今
は
平
和
の
鯉
の
ぼ
り 

 
 

 
 

 

義
弘 

梅
雨
ら
し
い
雨
降
れ
ば
異
常
気
象
か
な 

 

野
原
み
か 

い
と
お
か
し
き
も
の
小
猫
シ
マ
エ
ナ
ガ
雀
の
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

野
原
み
か 

 

山
詠 

 
 

 
 

 

嵐
山
眼
下
に
渡
月
大
覚
寺 

愛
宕
比
叡
を
我
が
物
に
す
る 

 
 

大
橋
歳
彦 

嵐
山
登
っ
て
み
る
と
古
城
跡 

 
 

 

観
光
公
害
こ
こ
ま
で
は
来
ず 

 
 

大
橋
歳
彦 

              

川
柳
の
会 

今
月
の
題 

「
楽
」 

 
 

 

楽
し
み
は
自
分
の
介
護
湯
舟
な
り 

 
 

 
 

一
美 

正
座
い
す
長
い
お
経
も
楽
ち
ん
よ 
 

 
 

 

陽
子 

 

音
楽
室
火
事
に
衝
撃
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン 

 
 

 

杜
撰 

心
せ
よ
！
楽
し
て
儲
か
る
も
の
は
な
い 

 
 

白
夜 

楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
楽
だ
け
欲
し
い
け
ど 

 

美
夜
生 

 

川
柳
の
会   

自
由
題 

 

眠
ら
れ
ぬ
認
知
判
定
老
い
の
年 

 
 

 
 

 

一
美 

ア
ニ
ソ
ン

※

も
世
界
を
席
巻
文
化
な
り 

 
    

陽
子 

ア
ン
ソ
ン
＝
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
。 

半
額
の
シ
ー
ル 

ス
タ
ッ
フ
に
ス
ト
ー
カ
ー 

 

杜
撰 

令
和
の
世
昔
の
ア
イ
ド
ル
マ
マ
の
顔 

 
 

 

白
夜 

 

今
日
も
ま
た
相
談
し
て
る
AI
に 

 
 

 
 

美
夜
生 

 
 

 
 

 
 

 

AI
＝
人
工
知
能
。 

   
 

          

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                  

(７) 

西京平和の鐘撞き 

８月６日(木)８時 

大妙寺  

三ノ宮街道バス停 

西へ 100ｍ(南側) 

    
2026 年第 46 回 

平和のための京都の戦争展 

ご一緒にいきましょう 

7 月 30 日(木) 

午前 10 時半桂駅改札集合 
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卓球サークル〜楽しく汗を流しましょう〜 

８月 20・27 日(木)13 時～15 時  

向日市民体育館 １時間 200 円 

池島三千江  333-4615 

 

 

ニット手作りサークル 

〜編みたいものを編んでおしゃべりする会～ 

８月はお休みです 

池島三千江  333-4615 

 

 
絵手紙教室 〜初心者の方に丁寧に指導～  

８月６日(木)13 時半～ 

西京区役所中会議室   

指導 清原巳治先生／講師謝礼 1 人 500 円 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

 

お茶の会 

〜一緒に初歩のお茶を楽しみましょう〜 

裏千家茶道お稽古 濃茶と薄茶・お菓子   

８月５・19 日(水)13 時～16 時半  

費用 1500 円   小島郁子宅(桂坂) 

小島郁子 ☎ 090-7097-3946 

   

民謡の会『華』 

〜民謡を 唄って 喉、嗄れる～ 

８月６・20 日(木)13 時半〜15 時半 

大橋さん宅 参加費 1000 円(1 回) 

指導 伊藤隆先生 

山田政広 ☎/FAX 332-0016 

 

 

川柳の会 

〜日頃の生活を五七五にたくします～ 

７月 24 日(金)13 時半～15 時半 

会場 区役所中会議室   お題は『素』 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

井上美智子ﾒｰﾙ  1188michiko@gmail.com 

※締切り ７月 23 日(木) 

 

 

サークル案内 

釣り同好会 

６月に北小松、石田川に小鮎釣行、２人で 100

匹以上の釣果でした。７～８月にもう一度行く予

定です。秋にはサヨリ、小アジに挑戦。 

問合せ 藤原 090-7344-9334 

(８) 

年金者組合西京「うたうなかまたち」 

８月はお休みです 

アコーディオン伴奏 青木実さん 

参加費 500 円 

山田喜彦 ☎090-8385-5380 

 
「花の道を歩く」  

８月 11 日 第 2 火曜日  

詳細は、下記へお問い合わせください。 

問合せ 川村雅美 090-5123-1009 

 
美術・芸術に気軽に触れるサークル 

暑さを考慮して、７・８・９月は休会です 

市川弘子 090-2199-2317 

山田喜彦 090-8385-5380 

介護を考える会 

７月 23 日(木)13 時半～15 時 ほっこりサロン 

参加費１回 200 円(会場費・資料代) 

参加希望の方は、前日午前中迄にご連絡下さい。 

世話人 服部 080-1422-3997 

    市川 090-2199-2317 

年金者組合ウォーキング 

毎月第 1・2・4・5 金曜日 10 時〜12 時 

集合：10 時／境谷センターバス停 

問合せ 入江佳寿子 090-9714-2414 

 

西京支部 ハイキングクラブ第 12１回例会 

 六甲高山植物園 マイカー利用 定員７名 

日時：８月１２日（第２水曜）９：００AM  

洛西境谷大橋 ローソン駐車場 

コース：洛西～六甲高山植物園 

参加希望の方は大橋歳彦までご連絡下さい。 

TEL:090-5052-9239 または LINE で。 

 

新：読書サークル 

「私達はどんな世界を生きているか」 

西谷修著 講談社現代新書 

８月 13 日(毎月第 2 木曜日)13 時半〜16 時 

会場 洛西 境谷第２住宅９棟 102 号室 

会費 200 円／１回 本は各自ご準備下さい 

問合せ 川村雅美 090-5123-1009 

 

 

 


